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１ 調査の概要 

調査時期 令和６年３月～４月 

調査対象者 市内在住の就学前・小学生児童の保護者より無作為抽出 

調査方法 郵送配布、郵送による回収及びインターネット回答 

配布数 
①就学前児童保護者 1,800 件 

②小学校就学児童保護者 1,700 件 

有効回収数・有効回答率 

①就学前児童保護者 688 件（38.2％） 

（内訳）郵送回収 365 件（20.3％） 

インターネット回答 323 件（17.9％） 

②小学校就学児童保護者 667 件（39.2％） 

（内訳）郵送回収 369 件（21.7％） 

インターネット回答 298 件（17.5％） 

 

２ 回答者の属性 

■お住まいの地区（就学前問１、小学生問１） 

【就学前】 

 
【小学生】 

 

  

58.3 5.1

1.7 2.3
1.9

28.8

1.3

0.6n=688

0% 20% 40% 60% 80% 100%

国分地区 溝辺地区 横川地区 牧園地区 霧島地区 隼人地区 福山地区 無回答

〈単数回答〉

56.5 6.1

1.8
3.0

2.2

28.3

1.0

0.9n=667

0% 20% 40% 60% 80% 100%

国分地区 溝辺地区 横川地区 牧園地区 霧島地区 隼人地区 福山地区 無回答

〈単数回答〉
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■子どもの生年月（就学前問２、小学生問２） 

【就学前】 

 
【小学生】 

 

 

  

8.9 10.3 13.7 10.9 12.2 20.6 21.8 1.6n=688

0% 20% 40% 60% 80% 100%

０歳 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 ６歳 無回答

〈単数回答〉

5.5 8.2 13.6 16.2 25.3 27.1 3.9n=667

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生 ６年生 無回答

〈単数回答〉
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３ 調査対象家族の特徴 

調査対象者は、０歳から小学生までの子育てを行っている保護者で、回答者の多くが母親と

なり、就学前児童の保護者では86.8％、小学生の保護者では83.2％となっています。 

よって、本調査の結果は、主に「母親」の立場から見た子どもの生活状況や子育てに関する

意識として考察することが妥当と考えられます。 

子育てを主に行っているのは、「父母ともに」行っている家庭の割合が最も高く、就学前児童

の保護者では64.7％、小学生の保護者では63.7％となっています。 

■回答者（就学前問４-２、小学生問４-２） 

【就学前】 

 
【小学生】 

 

■子育ての主な担い手（就学前問５、小学生問５） 

【就学前】 

 
【小学生】 

  

11.6 86.8

0.1

1.5n=688

0% 20% 40% 60% 80% 100%

父親 母親 きょうだい 祖父

祖母 単身赴任中の父親 単身赴任中の母親 その他

無回答

〈単数回答〉

15.6 83.2

0.1 0.3

0.7n=667

0% 20% 40% 60% 80% 100%

父親 母親 きょうだい 祖父

祖母 単身赴任中の父親 単身赴任中の母親 その他

無回答

〈単数回答〉

64.7

0.9

33.4

0.3 0.1

0.6n=688

0% 20% 40% 60% 80% 100%

父母ともに 主に父親 主に母親 主に祖父母 その他 無回答

〈単数回答〉

63.7

1.6

33.6

0.4 0.3

0.3n=667

0% 20% 40% 60% 80% 100%

父母ともに 主に父親 主に母親 主に祖父母 その他 無回答

〈単数回答〉
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４ 子どもの育ちをめぐる環境 

「日常的に預かってもらえる方がいる」家庭は、就学前児童の保護者で16.0％、小学生の保

護者で21.1％、「緊急時もしくは用事の際には、預かってもらえる方がいる」家庭は就学前児

童の保護者で64.7％、小学生の保護者で59.5％となっていることから、おおむね８割の人は、

日常的にあるいは緊急時に子育ての支援が可能な親族または知人・友人が身近にいると考えら

れます。また、「預かってもらえる方はいない」割合は就学前児童では17.4％、小学生の保護

者では17.7％あります。このような、身近な人からの子育て支援を受けられない保護者に対す

る一時預かりなどの支援や、子育てネットワークづくりに対する支援についての周知を高める

とともに、支援を受けやすい体制を充実させていく必要があります。 

子育てをする上で、気軽に相談できる相手・場所が「いる/ある」の割合は、就学前児童で

93.5％、小学生で90.6％となっています。一方、「いない/ない」とする回答もあり、就学前児

童の保護者で5.4％、小学生の保護者で7.8％となっています。 

また、気軽に相談できる相手・場所については、「祖父母等の親族」（就学前児童の保護者

86.8％、小学生の保護者77.2％）と「友人や知人」（就学前児童の保護者66.4％、小学生の保

護者71.5％）の割合が一番目、二番目に高くなっており、複数の相談先をもっている保護者が

いることがうかがえる一方、「保健センター・保健所」「自治体の子育て関連窓口」に相談して

いるとする回答は少なくなっています。 

子育ての悩みは、子どもの成長段階や家族構成によって変わってくるため、保護者のニーズ

に合わせた多様な内容で学習機会を提供するとともに、子育て相談窓口の周知を徹底していく

ことが求められています。気軽に相談できる相談窓口があれば、育児不安を抱えた人の発見や

児童虐待などの未然防止につながると考えられます。 
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■子どもをみてくれる親族、知人・友人の有無（就学前問６、小学生問６） 

【就学前】 

 
 

【小学生】 

 
■気軽に相談できる人・場所の有無（就学前問７、小学生問７） 

【就学前】 

 
【小学生】 

  

16.0 64.7 17.4

1.2

0.7n=688

0% 20% 40% 60% 80% 100%

日常的に預かってもらえる方がいる 緊急時もしくは用事の際には、預かってもらえる方がいる

預かってもらえる方はいない その他

無回答

〈単数回答〉

21.1 59.5 17.7

1.3

0.3n=667

0% 20% 40% 60% 80% 100%

日常的に預かってもらえる方がいる 緊急時もしくは用事の際には、預かってもらえる方がいる

預かってもらえる方はいない その他

無回答

〈単数回答〉

93.5 5.4 1.2n=688

0% 20% 40% 60% 80% 100%

いる／ある いない／ない 無回答

〈単数回答〉

90.6 7.8 1.6n=667

0% 20% 40% 60% 80% 100%

いる／ある いない／ない 無回答

〈単数回答〉
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■気軽に相談できる人・場所（就学前問７-１、小学生問７-１） 

【就学前】 

 
【小学生】 

  

86.8

66.4

33.6

17.7

11.5

10.4

9.8

8.4

6.2

1.4

0.2

3.4

0.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

祖父母等の親族

友人や知人

保育士・幼稚園教諭（保育園・認定こども

園等）

育児書やインターネットで調べる

子育て支援施設（こどもセンター等）・NPO

かかりつけの医師

幼稚園教諭（幼稚園）

保健センター・保健所

近所の方

自治体の子育て関連窓口

民生委員・児童委員

その他

無回答

〈複数回答〉n=643

77.2

71.5

11.8

8.9

6.3

5.3

3.6

1.7

1.2

0.7

0.0

6.0

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

祖父母等の親族

友人や知人

育児書やインターネットで調べる

近所の方

かかりつけの医師

子育て支援施設（こどもセンター等）・NPO

保育士・幼稚園教諭（保育園・認定こども

園等）

保健センター・保健所

自治体の子育て関連窓口

幼稚園教諭（幼稚園）

民生委員・児童委員

その他

無回答

〈複数回答〉n=604
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５ 保護者の就労状況 

母親の就労状況をみると、就学前児童の保護者については、『フルタイム就労』が 47.8％、

『フルタイム以外で就労』が 30.3％、『就労していない』人が 20.7％となっています。小学生

の保護者については、『フルタイム就労』が 45.8％、『フルタイム以外で就労』が 39.2％、『就

労していない』人が 14.4％となっています。父親は、就学前児童の保護者も小学生の保護者も

ともに、「フルタイムで就労している」が９割を超えています。母親が、子どもの年齢に合わせ

て、時間制約の少ないパート就労をする様子がうかがえ、母親の育児と仕事の両立を求める状

況が続いていると考えられます。 

関連して、保護者における育児休業取得の状況をみると、母親の育児休業取得の割合は就学

前児童の保護者では半数の母親が取得しており、育児と仕事の両立を実現するために欠かせな

い制度として浸透していることがわかります。父親についてみると、育児休業を取得した割合

は就学前児童の保護者が 11.0％、小学生児童の保護者では 2.4％に留まっています。 

育児休業を取得しなかった理由は、母親では就学前児童で「職場に育児休業の制度がなかっ

た」（20.5％）、小学生児童で「子育てや家事に専念するため退職した」（22.7％）が最も高く

なっています。父親では「仕事が忙しかった」、「職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった」

が上位となっています。 

 

■父親の就労状況（就学前問９、小学生問９） 

【就学前】 

 
 

 

 

  

96.8

0.8 0.3

0.9

0.2

1.1n=658

0% 20% 40% 60% 80% 100%

フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中ではない

フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中である

パート・アルバイト等で就労しており、産休・育休・介護休業中ではない

パート・アルバイト等で就労しており、産休・育休・介護休業中である

以前は就労していたが、現在は就労していない

これまで就労したことがない

無回答

〈単数回答〉
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【小学生】 

 
 

■母親の就労状況（就学前問９、小学生問９） 

【就学前】 

 
【小学生】 

 
 

  

97.9

0.3 0.8

0.3

0.6n=618

0% 20% 40% 60% 80% 100%

フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中ではない

フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中である

パート・アルバイト等で就労しており、産休・育休・介護休業中ではない

パート・アルバイト等で就労しており、産休・育休・介護休業中である

以前は就労していたが、現在は就労していない

これまで就労したことがない

無回答

〈単数回答〉

32.9 14.9 26.8 3.5 20.0

0.7

1.2n=684

0% 20% 40% 60% 80% 100%

フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中ではない

フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中である

パート・アルバイト等で就労しており、産休・育休・介護休業中ではない

パート・アルバイト等で就労しており、産休・育休・介護休業中である

以前は就労していたが、現在は就労していない

これまで就労したことがない

無回答

〈単数回答〉

44.9

0.9

38.6

0.6

12.3

2.1

0.6n=664

0% 20% 40% 60% 80% 100%

フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中ではない

フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中である

パート・アルバイト等で就労しており、産休・育休・介護休業中ではない

パート・アルバイト等で就労しており、産休・育休・介護休業中である

以前は就労していたが、現在は就労していない

これまで就労したことがない

無回答

〈単数回答〉

30.3％ 47.8％ 

39.2％ 45.8％ 
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■父親の育児休業の取得状況（就学前問21、小学生問19） 

【就学前】 

 
【小学生】 

 
 

■母親の育児休業の取得状況（就学前問21、小学生問19） 

【就学前】 

 
【小学生】 

  

0.7

11.0 81.8 6.4n=688

0% 20% 40% 60% 80% 100%

働いていなかった 取得した（取得中である） 取得していない 無回答

〈単数回答〉

0.7
2.4

88.3 8.5n=667

0% 20% 40% 60% 80% 100%

働いていなかった 取得した 取得していない 無回答

〈単数回答〉

35.0 50.9 11.3 2.8n=688

0% 20% 40% 60% 80% 100%

働いていなかった 取得した（取得中である） 取得していない 無回答

〈単数回答〉

45.9 35.2 16.5 2.4n=667

0% 20% 40% 60% 80% 100%

働いていなかった 取得した 取得していない 無回答

〈単数回答〉
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■父親の育児休業をとっていない理由（就学前問21、小学生問19） 

【就学前】 

 
【小学生】 

  

48.3

44.9

35.5

32.5

18.5

10.8

7.6

5.0

4.1

3.7

0.7

0.4

0.4

0.0

9.9

3.0

0% 20% 40% 60%

仕事が忙しかった

職場に育児休業を取りにくい雰囲気があっ

た

収入減となり、経済的に苦しくなる

配偶者が育児休業制度を利用した

配偶者が無職、祖父母等の親族にみてもら

えるなど、制度を利用する必要がなかった

職場に育児休業の制度がなかった

昇給・昇格などが遅れそうだった

仕事に戻るのが難しそうだった

育児休業を取得できることを知らなかった

認可保育園・認定こども園などに預けるこ

とができた

（産休後に）仕事に早く復帰したかった

子育てや家事に専念するため退職した

有期雇用のため育児休業の取得要件を満た

さなかった

産前産後の休暇（産前６週間、産後８週

間）を取得できることを知らず、退職した

その他

無回答

〈複数回答〉n=563

43.0

31.6

25.0

23.1

19.7

13.1

4.6

4.6

3.2

1.9

0.3

0.3

0.2

0.0

7.5

3.7

0% 20% 40% 60%

仕事が忙しかった

職場に育児休業を取りにくい雰囲気があっ

た

配偶者が無職、祖父母等の親族にみてもら

えるなど、制度を利用する必要がなかった

収入減となり、経済的に苦しくなる

配偶者が育児休業制度を利用した

職場に育児休業の制度がなかった

昇給・昇格などが遅れそうだった

育児休業を取得できることを知らなかった

仕事に戻るのが難しそうだった

認可保育園・認定こども園などに預けるこ

とができた

子育てや家事に専念するため退職した

有期雇用のため育児休業の取得要件を満た

さなかった

（産休後に）仕事に早く復帰したかった

産前産後の休暇（産前６週間、産後８週

間）を取得できることを知らず、退職した

その他

無回答

〈複数回答〉n=589
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■母親の育児休業をとっていない理由（就学前問21、小学生問19） 

【就学前】 

 
【小学生】 

  

20.5

17.9

15.4

14.1

11.5

9.0

9.0

7.7

6.4

3.8

2.6

1.3

0.0

0.0

19.2

9.0

0% 20% 40%

職場に育児休業の制度がなかった

子育てや家事に専念するため退職した

収入減となり、経済的に苦しくなる

職場に育児休業を取りにくい雰囲気があっ

た

仕事に戻るのが難しそうだった

仕事が忙しかった

有期雇用のため育児休業の取得要件を満た

さなかった

認可保育園・認定こども園などに預けるこ

とができた

（産休後に）仕事に早く復帰したかった

配偶者が無職、祖父母等の親族にみてもら

えるなど、制度を利用する必要がなかった

産前産後の休暇（産前６週間、産後８週

間）を取得できることを知らず、退職した

育児休業を取得できることを知らなかった

昇給・昇格などが遅れそうだった

配偶者が育児休業制度を利用した

その他

無回答

〈複数回答〉n=78

22.7

14.5

13.6

10.9

9.1

7.3

6.4

5.5

5.5

4.5

3.6

3.6

0.0

0.0

20.9

6.4

0% 20% 40%

子育てや家事に専念するため退職した

職場に育児休業の制度がなかった

配偶者が無職、祖父母等の親族にみてもら

えるなど、制度を利用する必要がなかった

職場に育児休業を取りにくい雰囲気があっ

た

仕事が忙しかった

有期雇用のため育児休業の取得要件を満た

さなかった

収入減となり、経済的に苦しくなる

仕事に戻るのが難しそうだった

認可保育園・認定こども園などに預けるこ

とができた

育児休業を取得できることを知らなかった

（産休後に）仕事に早く復帰したかった

産前産後の休暇（産前６週間、産後８週

間）を取得できることを知らず、退職した

昇給・昇格などが遅れそうだった

配偶者が育児休業制度を利用した

その他

無回答

〈複数回答〉n=110
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６ 教育・保育の利⽤状況と利⽤意向 

就学前児童の保護者で幼稚園や保育園などの定期的な教育・保育事業を「利用している」割

合は、80.4％となっています。これは、就労している母親の割合の増加（6.6 ポイント）とほ

ぼ一致しています。利用している施設は、「認定こども園」が 61.1％、「認可保育園」が 13.6％

となり、合わせて 74.7％となっています。今後、全国的には、育児休業取得者の増加により、

利用者の増加が見込まれていますが、本市においては、現在でも利用している割合が非常に高

くなっていることから急激な変化はないものと思われます。 

現在利用していない人も含めて、今後の教育・保育事業に対する利用意向をたずねたところ、

「認定こども園」が 62.2％、「幼稚園」が 24.8％となっており、利用状況と同じ順位となって

います。「認可保育園」を現在利用している人は 13.6％、利用を希望する人は 20.4％と実態よ

り 6.8 ポイント高く、「幼稚園」でも 6.5 ポイント希望する人の割合が高くなっています。こ

れら利用状況よりも利用意向が多くなっている事業については、潜在的なニーズが多く含まれ

る事業であるといえます。 

今後、これらの潜在的なニーズについても、本計画においては的確に把握し、事業の供給体

制を検討する必要があります。 

 

■定期的な教育・保育事業の利用状況（就学前問11） 

 

  

80.4 4.9 13.8 0.9n=688

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用している 利用したいが利用できない 利用する必要がない 無回答

〈単数回答〉
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■利用している定期的な教育・保育事業（就学前問11-1） 

 
 

■「定期的に」利用したい教育・保育事業（就学前問11-2） 

  

61.1

18.3

13.6

4.3

2.2

0.7

0.7

0.2

0.0

1.8

0.4

0% 20% 40% 60% 80%

認定こども園

幼稚園

認可保育園

認可外保育施設

小規模保育施設

事業所内保育施設

ファミリー・サポート・セ

ンター

家庭的保育

居宅訪問型保育

その他

無回答

〈複数回答〉n=553

62.2

24.8

20.4

4.2

3.1

2.0

1.8

1.1

0.5

2.7

8.9

0.9

0% 20% 40% 60% 80%

認定こども園

幼稚園

認可保育園

ファミリー・サポート・センター

認可外保育施設

小規模保育施設

事業所内保育施設

居宅訪問型保育

家庭的保育

その他

利用の希望はない

無回答

〈複数回答〉n=553

74.7％ 
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７ 市が実施している事業の認知度と利⽤状況及び利⽤意向 

市が実施している子育て関連事業の認知度は、「キッズパークきりしま」「保健センターの育

児相談・育児教室」が高く、「青少年育成センター・教育支援センター」「隼人総合福祉センタ

ーのつどいの広場」「市役所のこども・くらし相談センター（にじいろ）」が低くなっています。 

認知度の低い事業の周知・利用の増加を図る必要があります。また、ほとんどの事業におい

て利用希望が利用状況より高くなっていることから、認知から経験に至るまでのきっかけづく

りと利用意向に対応できる供給体制の確保が必要と考えられます。 

さらに、どの事業においても、利用を希望しないとする回答が３割から７割あることから、

実施体制や内容の充実など参加しやすい工夫が求められています。 

 

■市の子育て関連事業の認知度（就学前問19Ａ、小学生問20A） 

【就学前】 

 

  

20.3

75.0

21.7

19.8

45.6

51.2

82.6

19.8

32.3

39.4

51.6

75.1

20.5

73.8

75.9

49.1

43.3

12.4

75.6

62.6

55.8

43.8

4.5

4.5

4.5

4.4

5.2

5.5

5.1

4.7

5.1

4.8

4.7

①市役所のこども・くらし相談センター

（にじいろ）

②保健センターの育児相談・育児教室

③家庭教育学級・家庭教育講演会

④青少年育成センター・教育支援セン

ター

⑤市のこどもセンター

⑥保育園等に併設されている子育て支援

センター

⑦キッズパークきりしま

⑧隼人総合福祉センターのつどいの広場

⑨ファミリー・サポート・センター

⑩市こども発達サポートセンター （あゆ

み）

⑪市こども館（すかいぴあ）

0% 20% 40% 60% 80% 100%〈単数回答〉n=688

はい いいえ 無回答
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【小学生】 

 

  

23.1

72.4

54.3

33.3

40.3

43.3

86.1

18.9

38.5

49.6

31.2

72.1

22.6

41.4

62.2

54.4

51.6

9.4

76.2

56.2

45.1

63.6

4.8

4.9

4.3

4.5

5.2

5.1

4.5

4.9

5.2

5.2

5.2

①市役所のこども・くらし相談センター

（にじいろ）

②保健センターの育児相談・育児教室

③家庭教育学級・家庭教育講演会

④青少年育成センター・教育支援セン

ター

⑤市のこどもセンター

⑥保育園等に併設されている子育て支援

センター

⑦キッズパークきりしま

⑧隼人総合福祉センターのつどいの広場

⑨ファミリー・サポート・センター

⑩市こども発達サポートセンター （あゆ

み）

⑪市こども館（すかいぴあ）

0% 20% 40% 60% 80% 100%〈単数回答〉n=667

はい いいえ 無回答



16 

 

■市の子育て関連事業の利用状況（就学前問19Ｂ、小学生問20B） 

【就学前】 

 

  

2.6

32.8

5.1

0.9

24.6

25.7

49.0

7.8

2.3

16.0

38.5

87.4

59.0

84.3

88.5

66.3

64.8

44.8

82.4

87.8

75.1

53.6

10.0

8.1

10.6

10.6

9.2

9.4

6.3

9.7

9.9

8.9

7.8

①市役所のこども・くらし相談センター

（にじいろ）

②保健センターの育児相談・育児教室

③家庭教育学級・家庭教育講演会

④青少年育成センター・教育支援セン

ター

⑤市のこどもセンター

⑥保育園等に併設されている子育て支援

センター

⑦キッズパークきりしま

⑧隼人総合福祉センターのつどいの広場

⑨ファミリー・サポート・センター

⑩市こども発達サポートセンター （あゆ

み）

⑪市こども館（すかいぴあ）

0% 20% 40% 60% 80% 100%〈単数回答〉n=688

はい いいえ 無回答
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【小学生】 

 

  

2.5

30.7

24.3

4.0

17.2

19.2

50.4

6.0

4.8

23.1

11.8

88.2

62.5

67.3

87.6

74.5

72.6

43.9

84.9

85.9

68.1

80.2

9.3

6.7

8.4

8.4

8.2

8.2

5.7

9.1

9.3

8.8

7.9

①市役所のこども・くらし相談センター

（にじいろ）

②保健センターの育児相談・育児教室

③家庭教育学級・家庭教育講演会

④青少年育成センター・教育支援セン

ター

⑤市のこどもセンター

⑥保育園等に併設されている子育て支援

センター

⑦キッズパークきりしま

⑧隼人総合福祉センターのつどいの広場

⑨ファミリー・サポート・センター

⑩市こども発達サポートセンター （あゆ

み）

⑪市こども館（すかいぴあ）

0% 20% 40% 60% 80% 100%〈単数回答〉n=667

はい いいえ 無回答
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■市の子育て関連事業の利用希望（就学前問19Ｃ、小学生問20C） 

【就学前】 

 
 

  

23.4

39.4

19.5

15.7

36.6

38.1

58.4

20.8

25.6

26.2

50.9

33.9

65.3

50.3

68.8

72.2

52.3

51.0

33.0

67.7

63.5

61.6

39.5

55.7

11.3

10.3

11.8

12.1

11.0

10.9

8.6

11.5

10.9

12.2

9.6

10.5

①市役所のこども・くらし相談センター

（にじいろ）

②保健センターの育児相談・育児教室

③家庭教育学級・家庭教育講演会

④青少年育成センター・教育支援セン

ター

⑤市のこどもセンター

⑥保育園等に併設されている子育て支援

センター

⑦キッズパークきりしま

⑧隼人総合福祉センターのつどいの広場

⑨ファミリー・サポート・センター

⑩市こども発達サポートセンター （あ

ゆみ）

⑪市こども館（すかいぴあ）

⑫教育・保育サービスに関する専門相談

員

0% 20% 40% 60% 80% 100%〈単数回答〉n=688

はい いいえ 無回答
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【小学生】 

 
 

 

 

 

  

14.7

16.6

21.3

12.9

12.6

8.7

14.5

6.3

12.3

15.6

16.3

21.7

74.8

73.2

68.1

76.8

77.1

80.8

75.7

83.5

77.1

73.6

73.8

67.8

10.5

10.2

10.6

10.3

10.3

10.5

9.7

10.2

10.6

10.8

9.9

10.5

①市役所のこども・くらし相談センター

（にじいろ）

②保健センターの育児相談・育児教室

③家庭教育学級・家庭教育講演会

④青少年育成センター・教育支援セン

ター

⑤市のこどもセンター

⑥保育園等に併設されている子育て支援

センター

⑦キッズパークきりしま

⑧隼人総合福祉センターのつどいの広場

⑨ファミリー・サポート・センター

⑩市こども発達サポートセンター （あゆ

み）

⑪市こども館（すかいぴあ）

⑫教育・保育サービスに関する専門相談

員

0% 20% 40% 60% 80% 100%〈単数回答〉n=667

はい いいえ 無回答
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８ 小学校における放課後の過ごし方 

就学前児童（３歳以上）の保護者の小学校⼊学後における、低学年のうちの放課後の過ごし

方の希望は、「放課後児童クラブ」が 62.7％と最も高くなっています。小学生の保護者の低学

年時の希望は、「自宅」が 47.5％と最も高く、次いで「放課後児童クラブ」が 40.2％となって

います。 

一方、小学生の現在放課後を過ごしている場所は、16～18 時では「保護者や祖父母等の家

族・親族（大人）と」が 31.3％と最も高く、次いで「放課後児童クラブ」が 21.4％となって

います。 

また、高学年（4～6 年生）の時の希望は、就学前、小学生の保護者ともに「自宅」が最も高

く、次いで「習い事」、「放課後児童クラブ」となっています。 

放課後児童クラブの利用希望をみると、就学前、小学生の保護者ともに日数は「5日」、終了

時間は「17 時～18 時台」が最も高くなっています。小学生の保護者においては、終了時間が

「19 時以降」を希望する回答が就学前児童保護者よりも 10.4 ポイント高くなっています。 

また、就学前、小学生の保護者ともに、低学年時の放課後児童クラブ（学童保育）の利用希

望のうち、⼟曜日に５割程度、長期の休暇期間中に８割程度が利用を希望しています。 

働く保護者にとって、放課後児童クラブとは重要な社会資源であると言えます。今後も安心

して預けることができるとともに、多様なニーズを踏まえた開設時間の見直しなど放課後児童

クラブを維持していくことが求められています。 
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■低学年の放課後の過ごし方の希望（就学前問20、小学生問12） 

【就学前】 

 
【小学生】 

 

  

44.6

15.3

31.3

62.7

1.3

8.2

1.8

4.0

0% 20% 40% 60% 80%

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事（ピアノ教室、スポーツクラブ、学

習塾など）

放課後児童クラブ

ファミリー・サポート・センターやキッズ

パークきりしま

公共施設、公園など

その他

無回答

〈複数回答〉n=451

47.5

9.3

32.5

40.2

0.7

10.2

1.6

13.8

0% 20% 40% 60%

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事（ピアノ教室、スポーツクラブ、学

習塾など）

放課後児童クラブ

ファミリー・サポート・センターやキッズ

パークきりしま

公共施設、公園など

その他

無回答

〈複数回答〉n=667
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■低学年の放課後児童クラブの利用希望日数（就学前問20、小学生問12） 

【就学前】 

 
【小学生】 

 

 

■低学年の放課後児童クラブの希望終了時間（就学前問20-1、小学生問12-1） 

【就学前】 

 
【小学生】 

 

19.4 7.4 54.8 12.0 6.4n=283

0% 20% 40% 60% 80% 100%

３日以内 ４日 ５日 ６日以上 無回答

〈単数回答〉

22.4 10.4 56.0 8.6 2.6n=268

0% 20% 40% 60% 80% 100%

３日以内 ４日 ５日 ６日以上 無回答

〈単数回答〉

0.4

14.1 77.7 4.23.5n=283

0% 20% 40% 60% 80% 100%

14時以前 14～16時台 17～18時台 19時以降 無回答

〈単数回答〉

10.4 70.5 14.6 4.5n=268

0% 20% 40% 60% 80% 100%

14時以前 14～16時台 17～18時台 19時以降 無回答

〈単数回答〉
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■現在の放課後の過ごし方（小学生問11） 

＜14～16時＞  

 
 

＜16～18時＞ 

 
 

 

61.5

10.8

9.3

3.7

4.8

0.1

1.3

0.1

0.3

1.0

1.0

5.8

0% 20% 40% 60% 80%

学校にいる

放課後児童クラブ（学童保育）で過ごしている

保護者や祖父母等の家族・親族（大人）と過ごし

ている

家できょうだいなどと子どもたちだけで過ごして

いる

家でひとりで過ごしている

友だちの家にいる

公園などで友だちと遊んでいる

公共の施設にいる

クラブ活動や地域活動（子ども会活動やスポーツ

活動など）をしている

学習塾や習いごとに行っている

その他

無回答

〈単数回答〉n=667

0.6

21.4

31.3

11.2

13.3

0.4

3.4

0.1

6.1

6.9

1.6

3.3

0% 10% 20% 30% 40%

学校にいる

放課後児童クラブ（学童保育）で過ごしている

保護者や祖父母等の家族・親族（大人）と過ごし

ている

家できょうだいなどと子どもたちだけで過ごして

いる

家でひとりで過ごしている

友だちの家にいる

公園などで友だちと遊んでいる

公共の施設にいる

クラブ活動や地域活動（子ども会活動やスポーツ

活動など）をしている

学習塾や習いごとに行っている

その他

無回答

〈単数回答〉n=667
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＜18～20時＞ 

 
 

＜20時以降＞ 

 

  

0.0

0.7

72.6

3.1

0.3

0.0

0.1

0.0

9.9

4.6

1.6

6.9

0% 20% 40% 60% 80%

学校にいる

放課後児童クラブ（学童保育）で過ごしている

保護者や祖父母等の家族・親族（大人）と過ごし

ている

家できょうだいなどと子どもたちだけで過ごして

いる

家でひとりで過ごしている

友だちの家にいる

公園などで友だちと遊んでいる

公共の施設にいる

クラブ活動や地域活動（子ども会活動やスポーツ

活動など）をしている

学習塾や習いごとに行っている

その他

無回答

〈単数回答〉n=667

0.1

0.3

86.4

0.9

0.1

0.0

0.0

0.0

1.5

0.4

1.8

8.4

0% 50% 100%

学校にいる

放課後児童クラブ（学童保育）で過ごしている

保護者や祖父母等の家族・親族（大人）と過ごし

ている

家できょうだいなどと子どもたちだけで過ごして

いる

家でひとりで過ごしている

友だちの家にいる

公園などで友だちと遊んでいる

公共の施設にいる

クラブ活動や地域活動（子ども会活動やスポーツ

活動など）をしている

学習塾や習いごとに行っている

その他

無回答

〈単数回答〉n=667
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■高学年の放課後の過ごし方の希望（就学前問20、小学生問12） 

【就学前】 

 
【小学生】 

 
  

61.0

16.2

37.7

36.1

1.6

12.9

0.7

14.6

0% 20% 40% 60% 80%

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事（ピアノ教室、スポーツクラブ、学

習塾など）

放課後児童クラブ

ファミリー・サポート・センター

公共施設、公園など

その他

無回答

〈複数回答〉n=451

70.0

8.4

48.1

20.1

0.6

12.7

1.2

7.0

0% 20% 40% 60% 80%

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事（ピアノ教室、スポーツクラブ、学

習塾など）

放課後児童クラブ

ファミリー・サポート・センター

公共施設、公園など

その他

無回答

〈複数回答〉n=667
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９ 子育ての環境や支援について 

子育てしやすい環境であるかについては、『そう思う』（「そう思う」と「どちらかといえばそ

う思う」の合計）が就学前児童の保護者では 65.9％、小学生の保護者では 66.5％となってい

ます。 

 

■子育てしやすい環境であると思うか（就学前問23、小学生問22） 

【就学前】 

 
【小学生】 

 

 

必要だと思う支援策については、就学前児童の保護者では「親子が安心して遊べる公園等の

屋外の施設を整備する」が 75.0％と最も高く、小学生児童の保護者では「安心して子どもが医

療機関（小児救急など）を利用できる体制を整備する」が 60.3％と最も高くなっています。そ

の他では、「親子が安心して遊べる（集いの場等を含む）屋内の施設を整備する」、「子育て世帯

への経済的援助の拡充（育児休業給付、児童手当、扶養控除の拡充等）」が上位となっていま

す。 

安心して遊べる施設の整備、医療機関のさらなる充実、費用負担の軽減が必要とされている

ことから、県や国などとも連携しながら、子育てのしやすい市の実現につながる支援策を展開

していくことが求められています。 

  

13.7 52.2 18.5 7.6 6.5 1.6n=688

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない

全くそう思わない わからない 無回答

〈単数回答〉

11.8 54.7 19.0 4.6 8.4 1.3n=667

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない

全くそう思わない わからない 無回答

〈単数回答〉
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■必要だと思う支援策（就学前問22、小学生問21） 

【就学前】 

  

75.0

69.2

63.4

59.2

55.4

54.1

37.9

35.5

34.4

33.4

28.2

23.8

23.3

19.5

16.3

15.6

13.1

12.8

5.4

0.7

1.2

0% 20% 40% 60% 80%

親子が安心して遊べる公園等の屋外の施設を整備する

親子が安心して遊べる（集いの場等を含む）屋内の施設を整備する

子育て世帯への経済的援助の拡充（育児休業給付、児童手当、扶養控除の拡

充等）

子連れでも安心して出かけられるよう、オムツ替えや授乳のためのスペース

づくりや、歩道等の段差解消等の「子育てのバリアフリー化」に取り組む

安心して子どもが医療機関（小児救急など）を利用できる体制を整備する

保育園や放課後児童クラブ等の働きながら子どもを預ける施設を増やす

幼稚園の保育事業（早朝、夕方の預かり保育の延長や夏休み等の預かり保育

など）を充実する

子どもの安全を確保する対策を充実する

親子が安心して遊べる保育園等や幼稚園の園庭開放を充実する

子育て支援に関する情報提供を充実する

子育てに困ったときの相談体制を充実する

子どもの貧困対策（子ども食堂等への支援の充実など）

専業主婦など誰でも気軽に利用できるＮＰＯや民営等による教育・保育サー

ビスの支援を行う

子育て中の親の仲間づくりや、子育ての知識や技能の取得に役立つ親子教室

の開催回数の増加と内容の充実を図る

公営住宅の優先入居等、住宅面での配慮や支援に取り組む

子育ての講座など子育てについて学べる機会をつくる

訪問型家事支援サービスに取り組む

子育てサークル活動への支援を充実する

その他

特になし

無回答

〈複数回答〉n=688
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【小学生】 

 

 

  

60.3

59.8

57.6

51.3

36.4

34.0

33.4

30.7

30.6

27.9

24.7

18.6

17.1

16.8

15.0

12.3

10.5

10.5

4.3

3.6

0.9

0% 20% 40% 60% 80%

安心して子どもが医療機関（小児救急など）を利用できる体制を整備する

親子が安心して遊べる公園等の屋外の施設を整備する

子育て世帯への経済的援助の拡充（育児休業給付、児童手当、扶養控除の拡

充等）

親子が安心して遊べる（集いの場等を含む）屋内の施設を整備する

保育園や放課後児童クラブ等の働きながら子どもを預ける施設を増やす

子育て支援に関する情報提供を充実する

子育てに困ったときの相談体制を充実する

子連れでも安心して出かけられるよう、オムツ替えや授乳のためのスペース

づくりや、歩道等の段差解消等の「子育てのバリアフリー化」に取り組む

子どもの安全を確保する対策を充実する

幼稚園の保育事業（早朝、夕方の預かり保育の延長や夏休み等の預かり保育

など）を充実する

子どもの貧困対策（子ども食堂等への支援の充実）

専業主婦など誰でも気軽に利用できるＮＰＯや民営等による教育・保育サー

ビスの支援を行う

子育て中の親の仲間づくりや、子育ての知識や技能の取得に役立つ親子教室

の開催回数の増加と内容の充実を図る

公営住宅の優先入居等、住宅面での配慮や支援に取り組む

親子が安心して遊べる幼稚園や保育園等の園庭開放を充実する

子育ての講座など子育てについて学べる機会をつくる

子育てサークル活動への支援を充実する

訪問型家事支援サービスに取り組む

その他

特になし

無回答

〈複数回答〉n=667
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情報の⼊手先については、就学前児童の保護者では「インターネット」が 60.6％と最も高

く、次いで「幼稚園・保育園等」が 60.3％となっています。小学生児童の保護者では「隣近所

の方、友人、知人」が 66.9％と最も高く、次いで「インターネット」が 58.8％となっていま

す。 

一方、「市役所や市の機関」は 15.6％と低くなっていることから、窓口の周知や相談しやす

い体制づくりが必要となっています。 

また、「情報の⼊手先がない」、「情報⼊手手段がわからない」という回答も 1～2％程度あり

ました。 

 

 

■情報の⼊手先（就学前問24、小学生問23） 

【就学前】 

 

  

60.6

60.3

59.2

58.6

20.2

15.6

14.1

12.4

3.1

3.3

1.5

2.2

1.0

0% 20% 40% 60% 80%

インターネット

幼稚園・保育園等

親族（親、きょうだいなど）

隣近所の方、知人、友人

市の子育てガイドブック

市役所や市の機関

テレビ、ラジオ、新聞

子育て雑誌・育児書

コミュニティー誌

その他

情報の入手先がない

情報の入手手段がわからない

無回答

〈複数回答〉n=688
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【小学生】 

 
 

 

 

 

 

 

66.9

58.8

46.9

24.3

21.1

20.1

13.2

10.0

6.6

2.5

1.5

2.5

1.6

0% 20% 40% 60% 80%

隣近所の方、知人、友人

インターネット

親族（親、きょうだいなど）

幼稚園・保育園等

テレビ、ラジオ、新聞

市役所や市の機関

市の子育てガイドブック

子育て雑誌・育児書

コミュニティー誌

その他

情報の入手先がない

情報の入手手段がわからない

無回答

〈複数回答〉n=667
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